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まえがき

博士前期課程の世界遺産専攻は、2004 年 4 月に芸術研究科に開設され、その 2 年後に博士後期

課程の世界文化遺産学専攻が人間総合科学研究科に開設されました。どちらの専攻も世界遺産学

に関わる基礎研究から先端にまでいたる幅広い専門研究の実績を上げてきました。そして世界遺

産学学位プログラムはこれらの前身となる専攻の教育・研究成果を基盤にして、世界遺産学とし

ての学術体系をさらに発展させていく使命をもって 2020 年 4 月に発足しました。 

本学位プログラム博士前期課程の教育目標は、世界遺産をはじめとする文化遺産や自然遺産の

保護と活用に関わる専門家の育成です。世界遺産研究に関わる修士論文の提出により、修士(世界

遺産学）を授与します。また博士後期課程の教育目標は、世界遺産の保護と活用の分野における

高度な実務専門家、研究者養成を目的としています。博士学位請求論文の審査を得て、博士(世界

遺産学）を授与しています。

 人類が築き上げた文明の遺産と伝統的な文化の継承、人類の活動と自然との調和的共生は全地

球的な課題となっています。世界遺産リストに記載された遺産のみならず、地域の文化と自然は、

過去から継承され未来へ託される貴重な財産です。しかし、これらの貴重な財産の一部は、自然

災害、戦争や紛争、観光開発、気候変動など、人的・自然的原因により危機に瀕しています。文化

遺産・自然遺産は人々の活動と地球規模の環境変化の影響下にあり、その保護と活用を巡る状況

は複雑にして解決が難しい問題となっています。

 世界遺産学学位プログラムは、専門的知識と技術をもってこうした状況に挑み、内外の専門家、

行政担当者、住民等と協力・連携して遺産の望ましい保護と活用を進める人材を育成します。遺

産の保護と活用に関わる専門家、研究者になるために必要な学術、技術、制度的知識は多岐にわ

たりますが、本プログラムでは遺産保護の実務に必要な理念、教養、方法論およびマネージメン

トの能力取得、および遺産の評価、調査、分析、修復を行なう技術修得を教育目標としています。

本プログラムの人材育成が遺産保護という重要な地球的・社会的使命に応え、わが国の国際貢献

に寄与するように努めていきたいと考えます。

2024 年 4 月 

世界遺産学学位プログラムリーダー

上北恭史
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世界遺産学学位プログラム（博士前期課程） 





世界遺産学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Heritage Studies1. 筑波大学大学院スタンダード
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　入学者の選抜は、外国語（英語）の提出スコアならびに口述試験に基づき、世界遺産学に必要な、語学

力、基礎的な専門知識、研究能力を総合的に評価する。 
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世界遺産学学位プログラム（博士前期課程） 
 

３.例言 
この履修ガイドは人間総合科学学術院人間総合科学研究群世界遺産学学位プログラム（博士前期

課程）の 2024 年度の授業の概要を示したものです。履修ガイドと KdB（シラバス）をよく読

み、履修計画を立ててください。KdB(h�ps://kdb.tsukuba.ac.jp/)（シラバス）の内容は変更する場

合がありますので注意してください。 

 

４.履修方法 

【履修方法・修了要件】 

科目区分 科目群 条件または科目名等 修得単位数 

基礎科目 

/ General 

Founda�on 

Subjects 

必修科目 

/ Required 

世界遺産論（2 単位） 

12 
世界遺産特別演習（3 単位） 

世界遺産特別研究（6 単位） 

研究倫理（1 単位） 

選択科目 

/ Core Elec�ves 

「世界遺産を科学する」等、人

間総合科学学術院共通専門基盤

科目または大学院共通科目 

1 

専門科目 

/ Major Subjects 
 

選択科目 

/ Core Elec�ves 

世界遺産学関連科目から 17 単

位以上履修すること 
17 

    修了単位数 30 
 

 

（修了要件） 

2 年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科目の履修によ

り所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で、修士論文の審査及び最終試験

に合格すること。 

 
※他大学、他学術院、他学位プログラム（自然保護サーティフィケートプログラムの科目を

含む）学群の科目は、研究上の必要に応じて指導教員と学位プログラムリーダーの承認を

得て、10 単位を限度として専門科目の選択科目と認めることができる。 

（推奨）「世界遺産を科学する」を含め、大学院共通科目・学術院専門基盤科目を履修する 

ことを推奨する  
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５.コンピテンス達成度評価について
世界遺産学学位 Pコンピテンス達成度評価簡易マニュアル 

１．コンピテンス達成度評価の導入について 

筑波大学では、2020 年 4 月に大学院の改組・再編を行い学位プログラム制導入に伴って、筑

波大学大学院の学生が修了時に身につけるべき知識・能力等を「コンピテンス」として設定する

こととなりました。人間総合科学研究群に入学した博士前期課程、博士後期課程の学生も、学位

取得までに学位プログラムが設定するコンピテンスの基準に到達する必要があります。

筑波大学大学院を修了した学生全員が身につけているのが「汎用コンピテンス」であり、博士

前期課程と博士後期課程とでは若干異なりますが、それぞれ 5 つが設定されています。それ以外

に、学位プログラムの定める「専門コンピテンス」があります。

２．コンピテンスの達成についての考え方 

各学位プログラムの「カリキュラム・マップ」において、所属組織が開設している個々の授業

科目、および授業科目以外の評価項目について、どのコンピテンスの項目の何単位分に相当する

かという基準値を示しています。また研究群では、大学院共通科目や学術院共通専門基盤科目、

研究群共通科目の基準値を示しています。修得した授業科目のそれぞれのコンピテンスの項目の

基準値をすべて足し算した値が、学位プログラムの定める達成度評価基準に到達していれば、そ

の項目のコンピテンスは修得できた、ということになります。

コンピテンスは、おおむね、修了要件を満たせば達成できるようにしていますが、修了要件を

満たすだけでは達成できない場合もありますので、注意してください。また修了要件以外の科目

の履修や、学会活動、フィールド調査、インターンシップなどによっても、コンピテンス達成に

必要な単位数の一部に相当するものと認定されることがあります。

したがって自分が、コンピテンスをどの程度まで達成しているのか、1 年ごとに「カリキュラ

ム・マップ」に示されている基準値を計算して自己評価し、それをもとに指導教員と綿密に相談

して、必要に応じて履修計画を変更し、学位論文提出時には学位プログラムで定めている達成度

評価基準を満たしているようにしてください。
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３．コンピテンス達成度評価の方法 

１）評価時期 

・博士前期課程の場合 

1 年次 2 月（世界遺産特別演習修論進捗発表会時） 

2 年次 10 月（中間発表時）、12 月（修士論文提出時） 

 

２）評価方法 

①博士前期課程に関しては提出 1 カ月前に Manaba （http://www.ecloud.tsukuba.ac.jp/manaba）を

通じてカリキュラム担当委員が自己評価を学生に依頼する。 

②学生自身が、カリキュラム・マップを参照して「達成度評価シート」に記入し、コンピテンス

の達成状況を確認する。 

③学生は「達成度評価シート」を指導教員に提出する。指導教員は、学生のコンピテンスの達成

状況を確認し、コンピテンスの達成度を判定する。不足がある場合は指導教員と話し合って履

修計画を変更する。 

④達成度評価を踏まえ、次学期の科目の履修を決める。 

⑤修士 2 年次の論文審査委員会は、達成度評価結果と口頭試問をもとに最終試験を行い、合否を

判定する。 

⑥「達成度評価シート」は、保管し、次の達成度評価のときに書き加えていく。 

⑦その他 

・早期修了予定者は、学位論文提出資格の認定時にコンピテンス達成基準を満たしている必要が

あります。 

・今後、学位プログラムで論文博士を取得する場合にも、学位プログラムのコンピテンス達成度

評価基準に到達することが必要になります。 
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技
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の
活
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力

国
際
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力

学学位位ププロロググララムム開開設設科科目目

世界遺産論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

世界遺産特別演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

文化遺産論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

自然遺産論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

自然遺産演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

遺産保護行政論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

世界遺産学インターンシップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

Global Learning: Heritage, Creativity 
and Art
（グローバルに学ぶヘリテー
ジ，創造性とアート）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

Global Project: Designing Heritage 
Research
（グローバルの考究するヘリテ
ージ研究デザイン）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

World Heritage and Civil 
Participation (世界遺産と市民参加)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

Role of International Organizations 
and NGOs (国際機関の役割)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

Advanced Practice of Heritage 
Studies (市民参加研究演習)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

建築遺産論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

建築遺産演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

保存科学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

保存科学演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

遺産整備計画論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

遺産整備計画演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

文化的景観論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

世界遺産を科学する ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

研究倫理 ○ ○ ○ 3

小　計 21 10 21 9 12 20 20 20 20 14 167

学学術術院院共共通通専専門門基基盤盤科科目目

0

0

0

0

小　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大大学学院院共共通通科科目目

0

0

0

0

小　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他他学学位位PP開開設設科科目目

0

0

0

0

小　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

授授業業科科目目以以外外のの評評価価項項目目

学会発表（国内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

留学（オンライン） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

INFOSS情報倫理、APRIN e-learning ○ 1

小　計 2 2 2 2 1 2 2 2 3 1 19

合　計 23 12 23 11 13 22 22 22 23 15 186

達成基準（仮） 17 6 17 6 6 17 17 17 17 6 126

達成状況 135.3% 200.0% 135.3% 183.3% 216.7% 129.4% 129.4% 129.4% 135.3% 250.0% 164.4%

コ
ン
ピ
テ
ン
ス

科
目
別
合
計

コンピテンス評価表（世界遺産学学位プログラム・博⼠前期課程）

⽒名  *********************     

学籍番号   ***********************  

汎用コンピテンス

科目名

専門コンピテンス

（例）
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６.履修申請の注意事項  
(1) 手手続続きき 

 履修申請手続きは、履修申請登録期間中に TWINS(https://twins.tsukuba.ac.jp/)から行ってくだ

さい。 

 シラバスは KdB(https://kdb.tsukuba.ac.jp/)で公開していますので履修する授業の内容を確認し

てください。 

 集中講義のうち実施予定日、講師名が未定の講義は KdB に表示されないことがあります。 

実施予定日、講師名が発表された時点で、改めて履修申請登録期間が設定されますので、告

知された登録期間中に申請を行ってください。期間中に登録できなかった場合は下記の追加

履修申請書を提出の上、履修してください。 

 履修申請を忘れた場合は TWINS の「履修申請変更」から追加履修申請書を出力し、授業担当

教員、指導教員の２名の署名捺印後、体育芸術エリア支援室の大学院教務担当窓口に提出し

てください。（P.38 付録参照：履修申請） 

(2) 連連絡絡おおよよびび休休学学手手続続きき等等 

 必要なお知らせは TWINS、メール、および共同研究棟 A・2 階の掲示コーナー（共同研究棟 A2

階 207 号室入口付近)に掲示しますので必ず確認してください。 

 授業に関する知らせは manaba 経由でメールの連絡があります。必ずリンク先の manaba を開

いて確認してください。 

 履修、休学など教務に関する手続きは体育芸術エリア支援室大学院教務に問い合わせてくだ

さい。（P.42 付録参照：大学院便覧） 

(3)手手続続ききのの場場所所ににつついいてて 

 世界遺産学学位プログラム事務室では履修・単位に関する問い合わせは対応いたしません。

体育芸術エリア支援室 大学院教務（5C 棟）までお問い合わせください。 

 不在時の連絡先：office@heritage.tsukuba.ac.jp 

※その他、申請手続きに関する詳細は、P.38～付録にて確認してください。 

 

(4)履履修修方方法法にに係係るる履履修修届届 
〔〔履履修修方方法法〕〕  
他学術院、他学位プログラム（自然保護サーティフィケートプログラムの科目を含む）、学群の

科目は、研究上の必要に応じて、指導教員と学位プログラムリーダーの承認を得て、10 単位を

限度として修了要件の選択科目として認めることができる。 
〔〔提提出出方方法法〕〕  
・春学期と秋学期に申請期間があります。 
・メーリングリストで申請用紙（Word）と提出方法のお知らせがあるので必ず確認してください。 
・申請書を作成・印刷し、指導教員の印を得て、締切日までに体育芸術エリア支援室大学院教務

窓口まで提出してください。 
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令和 6 年 月  日

令和６年度 人間総合科学学術院 人間総合科学研究群

世界遺産学学位プログラム 履修方法に係わる履修届

博士前期課程 世界遺産学学位プログラムリーダー殿

博士前期課程 世界遺産学学位プログラム 年

学 籍 番 号 2024＊＊＊＊＊ 

氏 名  ○ ○ ○ ○  

私は、人間総合科学学術院 博士前期課程 世界遺産学学位プログラム履修方法に係る科目として、 

今年度下記の科目の履修を申請いたしますので、これらの科目の単位を修得した場合には規定に沿って

選択科目への振替をご承認願います。

記

開設組織名

（学群・学術院）
科 目 番 号 科  目  名 単 位 数

人間総合科学学術院 0A0A004 保護地域管理論 1 

人間総合科学学術院 0A0A005 景観・緑地保全論 1 

人間総合科学学術院 0AS0306 世界遺産を科学する 1 

合計単位数 3 単位 

指導教員 氏名  印 

※（１）申請締切（令和６年５月３１日（金）１７時／秋学期は１０月予定）厳守のこと。

（２）履修申請を行わなかった場合は無効となるので、ＴＷＩＮＳにおいて期間内に履修申請を行う

こと。

（例）
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７.　授業一覧
必修科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATV001 世界遺産論 1 2.0 1・2 春AB 水2,3
人社
B218

池田 真利子,黒田
乃生,飯田 義彦,
伊藤 弘,上北 恭
史,下田 一太,滝
沢 誠,野中 勝利,
松井 圭介,松井
敏也,八木 春生,
肥後 時尚,三ツ井
聡美

本科目は，世界遺産学学位プログラム博士前期課
程１年次の必修科目である。世界遺産学位プログ
ラム教員の研究の紹介のほか，学生の研究発表等
を予定する。国際遺産学・遺産の評価と保存・マ
ネージメントとプランニングの各分野に分かれて
議論を行い，研究に必要な基本的視点を確立す
る。また，最新の遺産保護・活用事例に関する研
究・報告やサイトへの実際の見学を通じて，最先
端の研究に触れる。履修生は，最終2週におい
て，研究対象となりうるテーマについて発表する
ことを求められる。

英語運用能力が必要な
場合もある。（日本語
話者向け）
対面. オンライン(同
時双方向型)
2024年度は対面講義を
予定する。希望者は必
要に応じてオンライン
受講可能である。

0ATV002 世界遺産特別演習 2 3.0 1 通年 随時

池田 真利子,黒田
乃生,飯田 義彦,
伊藤 弘,上北 恭
史,下田 一太,松
井 敏也,八木 春
生,肥後 時尚,三
ツ井 聡美

本科目は，世界遺産学学位プログラム博士前期課
程１年次の必修科目である。本科目の演習時間数
は，研究室ゼミの参加と，毎年度２月頭に実施す
る「修士論文進捗発表会」での発表・質疑応答に
該当する。配属された各研究室ゼミでの専門書、
先行研究の論文講読や合宿，研究発表等を行うこ
とが求められる。これらの参加により，研究テー
マや手法を決める。また，論文講読を通じて，学
術調査や論文執筆の基礎的スキルを身につける。
履修生は，年１回（例年1月後半～2月前半），修
士論文研究テーマについて発表することを求めら
れる。

英語運用能力が求めら
れる。（日本語話者向
け）
対面. オンライン(同
時双方向型)
2024年度は対面講義を
予定する。希望者は必
要に応じてオンライン
受講可能である。

0ATV003 世界遺産特別研究 2 6.0 2 通年 随時

池田 真利子,黒田
乃生,飯田 義彦,
伊藤 弘,上北 恭
史,下田 一太,松
井 敏也,八木 春
生,肥後 時尚,三
ツ井 聡美

本科目は，世界遺産学学位プログラム博士前期課
程２年次の必修科目である（１年次の履修は認め
ない）。
修士２年次には，指導教員等から修士論文の研究
についてゼミ等で定期的に学術指導を受け，ゼミ
発表や修士論文中間発表を経て，修士論文作成と
12月の提出を行い，中間発表，修論個別審査，お
よび公開発表において発表を行い，審査を受ける
ことが求められる。なお，論文担当委員の指示を
よく聞くこと。

英語運用能力が求めら
れる。（日本語話者向
け）
対面. オンライン(同
時双方向型)
2024年度は対面講義を
予定する。希望者は必
要に応じてオンライン
受講可能である。

0A00103 研究倫理 4 1.0 1 - 5 春BC 随時
岡林 浩嗣,大須賀
壮

研究活動に従事する上で踏まえるべき研究倫理の
基礎を、具体的事例を交えて講義する。研究不正
(FFP)、研究費の不正使用、その他のコンプライ
アンスなどを取り上げる。また、これらを理解す
るための前提となる、科学技術政策、研究助成の
しくみ、申請や審査のしくみなどについても触れ
る。
 本科目は講義を主体としつつ、講義の間に演習
(個別演習・グループ演習)を交互に挟む構成とす
る。講義においては、研究倫理と研究公正に関連
する基本概念を整理すると共に、研究不正
(FFP)、研究費の不正使用、その他のコンプライ
アンスに関わる問題などを取り上げる。また、こ
れらを理解するための前提となる、学術研究活動
をとりまく環境の変化や、科学研究費の申請や審
査のしくみなどについても触れる。特に特定不正
行為に関しては具体的事例を元にその原因や背景
を解説し、受講者が研究活動を行う上で必要な対
策について具体的に考える機会を与える。

オンライン(オンデマ
ンド型)

選択科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0AS0306 世界遺産を科学する 1 1.0 1・2 秋AB 火2
人社
B218

池田 真利子,黒田
乃生,飯田 義彦,
伊藤 弘,上北 恭
史,下田 一太,松
井 敏也,八木 春
生,吉田 正人,肥
後 時尚,三ツ井
聡美

本講義では，世界遺産（文化遺産・自然遺産）に
関する学術的調査・研究の進展や現状と課題，そ
して保護・利用・活用等における実務的な諸課
題・解決方法を，人文社会科学（芸術学・地理
学・保存科学）・自然科学（生態学・保存科
学）・工学（建築学・建築保存学・造園学）等の
観点から多角的・学際的に考究する。

対面
2024年度は対面での実
施を予定する。

0ATV101 文化遺産論 1 1.0 1・2 秋AB 木2
人社
B218

下田 一太

文化遺産の保護について、遺産の概念、保護の理
念、日本及び諸外国の保護制度の概要、さらにそ
れらの現在に至る歴史的経緯の理解を通して、現
代社会における役割、その現状と今後について考
察する。履修する大学院生は、文化遺産保護の理
念と制度を理解するだけではなく、現代社会にお
ける文化財保護についてのディスカッションに参
加し、意見を述べることができるようになること
が求められる。

対面(オンライン併用
型)
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0ATV102 文化遺産演習 2 2.0 1・2
春B

夏季休業
中

集中 黒田 乃生

本演習は世界文化遺産の保護の現状について体験
を通じて学ぶことにある。1995年に世界遺産リス
トに登載された「白川郷五箇山の合掌造り集落」
およびその周辺集落において維持管理活動の体験
および実際に文化遺産がある地域で生活する関係
者、文化財保護の担当者、まちづくりの団体との
交流や聞き取りを通して、世界遺産保護の手法を
学び、意義および課題について考察する。現地実
習の前には現地について学ぶ課題を提出し、実習
後には演習で体得した文化遺産保護の課題につい
てレポートを提出させる。

ガイダンスと事前学
習：春Bから春C
現地実習：9月中旬
対面

0ATV103 自然遺産論 1 1.0 1・2 春AB 集中
人社
B218

飯田 義彦,吉田
正人

自然遺産保全の基礎となる自然保護、生物多様性
保全を学ぶとともに、自然遺産と関連する保護地
域制度と自然遺産との関連性についても考究す
る。とりわけ、世界自然遺産の登録基準、世界自
然遺産のセイフティーネットとしての危機遺産リ
スト、外来種や気候変動のモニタリング、保護地
域のネットワークと国境を超えた世界遺産などの
事例を考察する。

実施日【5/25・26】

0ATV104 自然遺産演習 2 2.0 1・2
夏季休業

中
集中

飯田 義彦,吉田
正人,三ツ井 聡美

自然遺産地域における現地調査を通じて、自然遺
産地域の保全と管理、およびそれに対する地域住
民や専門家の参加について学ぶ。自然遺産地域の
管理計画、科学委員会・地域連絡会議を通じた専
門家、地方自治体、地域住民、NPOなどの役割分
担と協働、外来種対策やエコツーリズムなどの事
例を現地調査から学ぶ。

小笠原諸島
8/27～9/1

0ATV105 宗教論 1 1.0 1・2 秋C 火3,4
人社
B218

松井 圭介

近年、注目を集めるようになっている世界におけ
る宗教とツーリズムとの関係をめぐる研究動向を
紹介しながら、日本の世界遺産を事例に両者の関
係を整理・検討する。とりわけ、世界文化遺産に
登録された紀伊山地熊野古道、長崎・雲仙の潜伏
キリシタン関連遺産などの事例をもとに、宗教遺
産が観光資源として対象化される過程やその問題
点を考える。本年度は，現地視察を実施し，上記
に関する実践的な理解を深めることを主目的とす
る。

0ATV106 無形遺産論 1 1.0 1・2 春C 集中
人社
B218

池田 真利子

UNESCO無形文化遺産保護条約の概念，体制やその
変遷，また国内外の無形文化遺産の事例に関する
知識の習得を通して，無形遺産への理解を深化さ
せ，無形遺産が持つ文化的価値について考究す
る。偶数年度である2024年度は，東京文化財研究
所において実務の立場から研究に従事する２名の
先生を講師としてお招きし，授業の一部を東京文
化財研究所において実施する。

【授業スケジュール詳細】
7月6日（土）＠筑波大学人文社会科学系棟B218
講師：石村智先生（東京文化財研究所など）
時間：未定

7月7日（日）＠東京文化財研究所
https://www.tobunken.go.jp/japanese/navi/map
.html
講師：石村智先生（東京文化財研究所など）
時間：未定

7月24日（水）＠筑波大学人文社会科学系棟B218
講師：宮田繁幸先生（東京福祉大学，東京文化財
研究所）
時間：3限・4限・5限

7月25日（木）＠筑波大学人文社会科学系棟B218
講師：宮田繁幸先生
時間：3限・4限

日本語運用能力がある
ことが望ましい。
非常勤講師：宮田繁
幸，石村智
含野外調査. 実務経験
教員. 対面
2024年度は対面講義を
予定する。

0ATV107 遺産保護行政論 1 1.0 1・2 秋B 集中 下田 一太

日本の遺産保護に関わる政策、行政システムにつ
いて理解し、日本の遺産保護制度の体系や保護の
方法について理解する。文化庁の遺産保護担当者
から、直接、遺産保護に関わる法制度、行政のシ
ステムに加えて、具体的な遺産保護の事例につい
てその経験を伺い、日本の遺産保護行政の成果と
課題について学ぶ。

非常勤講師
実務経験教員. オンラ
イン(同時双方向型)

0ATV109
世界遺産学インターン
シップ（長期）

3 3.0 1・2 通年 応談

池田 真利子,黒田
乃生,飯田 義彦,
伊藤 弘,上北 恭
史,下田 一太,松
井 敏也,八木 春
生,肥後 時尚,三
ツ井 聡美

遺産の保存・活用に関わる行政機関・法人やサイ
ト等において実地研修を行ない，現場でのノウハ
ウを学ぶこと等が求められる。インターンシップ
先の代表的なものには，世界遺産保全に関する行
政機関・コンサルティング，研究所，テレビ局，
博物館・美術館等がある。研修先の選択にあたっ
ては，修士論文研究の主題との関連性に留意する
こと。研修機関からの評価を考慮し，インターン
シップの成果を評価する。
インターンシップの期間の目安は3週間～9週間と
する。

英語運用能力が求めら
れる場合がある。（日
本語話者向け）
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0ATV501
世界遺産学インターン
シップ（短期）

3 1.0 1・2 通年 応談

池田 真利子,上北
恭史,黒田 乃生,
八木 春生,松井
敏也,下田 一太,
伊藤 弘,飯田 義
彦,肥後 時尚,三
ツ井 聡美

遺産の保存・活用に関わる行政機関・法人やサイ
ト等において実地研修を行ない，現場でのノウハ
ウを学ぶこと等が求められる。インターンシップ
先の代表的なものには，世界遺産保全に関する行
政機関・コンサルティング，研究所，テレビ局，
博物館・美術館等がある。研修先の選択にあたっ
ては，修士論文研究の主題との関連性に留意する
こと。研修機関からの評価を考慮し，インターン
シップの成果を評価する。
インターンシップの期間の目安は1週間～3週間と
する。

0ATV110

Global Learning:
Heritage, Creativity
and Art（グローバルに
学ぶヘリテージ，創造
性とアート）

4 1.0 1・2 春C 木2,3
人社
B218

池田 真利子,上北
恭史,松井 敏也,
渡 和由,大谷
悠,Gross Anne

本科目は，「Creativity and Art（創造性とアー
ト）」をキーワードとし，ヘリテージ学に関わる
文理横断的な学術・学際的研究視点を日本語と外
国語で学ぶことにある。そこで，「Designing
Heritage Research」のテーマと関連付け，各年
の学生／教員の関心や時流に合ったテーマを設定
し，当該テーマに関する研究視点や事例，モデル
等を学生と議論しながら解説する。2024年度は，
ヘリテージ学の「活用」に焦点を当て，地理学
（地域空間変容・都市文化・地域フィールド調
査）・建築デザイン学（材料・構造・デザイン
史・フィールド科学）・保存科学（行政協働・問
題解決型科学・科学的調査手法）を中核とし，上
述の学域以外の研究者ら（メディア学・建築学・
デザイン学等）も交えて，概念・理論から実践的
事例まで幅広く紹介し，議論を行う。

英語運用能力が求めら
れる。（日本語話者向
け）
対面. 対面(オンライ
ン併用型). オンライ
ン(同時双方向型)
2024年度は対面講義
（教室で国内外の大学
とオンラインで接続す
る可能性はある）を予
定する。

0ATV111

Global Project:
Designing Heritage
Research(グローバルに
考究するヘリテージ研
究デザイン)

7 2.0 1・2
夏季休業

中
秋ABC

集中
池田 真利子,上北
恭史,松井 敏也

本科目のねらいは，「Creativity and Art（創造
性とアート）」で学んだ研究視点や各年設定の
テーマに関連し，その研究方法やデータ取得方法
を大学／現地フィールドで具体的かつ実践的に学
ぶことである。学生は地域調査の基礎を学ぶだけ
でなく，自ら主体的にフィールド調査に取り組む
経験を得ることができる。また，「Global
「Creativity and Art（創造性とアート）」と連
携させることにより，国際的な学術議論を無理な
く考えに取り組むことができる。
　なお2024年度は，ヘリテージ学の「活用」に焦
点を当て，地理学（地域空間変容・都市文化・地
域フィールド調査）・建築デザイン学（材料・構
造・デザイン史・フィールド科学）・保存科学
（行政協働・問題解決型科学・科学的調査手法）
を中核とし，フレキシブルなチーム（研究・情報
メディア記録・提案）に分かれ，地域貢献におけ
る発展性を意識した学術的成果へと繋げる予定で
ある。本科目では，専用のタブレット端末・録画
機器を最大限活用したグループ学習を行う。

一定の基準を設け，履
修生数を限定する場合
がある。オンライン
（同時双方向型）およ
び対面の併用：「プロ
ジェクトルーム（共同
研究棟Ａ212）」およ
び筑波大学学内未活用
施設でのオンライン併
用型演習・作業（オン
ラインの場合には，
Microsoft
TEAMS/STREAMを使
用）。および学外演習
（東京都・茨城県・長
崎県や市区行政，東京
都荒川区・台東区およ
び茨城県つくば市近郊
の未活用遺産サイト
等）

英語運用能力が求めら
れる。（日本語話者向
け）
英語で授業。
2024年度は対面講義
（国内外の大学とオン
ラインで接続する可能
性はある）を予定す
る。

0ATV201
Global Heritage
Studies（国際遺産論）

1 1.0 1・2 秋B 月1,2
人社
B218

肥後 時尚

本講義では、歴史、哲学、公共政策など現代のグ
ローバル社会における文化遺産保護を総体的にと
らえて講述し、文化遺産のあり方について多角的
な考え方を学ぶ。エジプトの文化遺産に焦点を当
てながら、世界遺産条約などの国際的な条約から
各国の保護政策まで取り上げる。

0ATV202

UNESCO and the World
Heritage Convention
(ユネスコと世界遺産条
約)

1 1.0 1・2 秋A 集中
上北 恭史,飯田
義彦,池田 真利子

ユネスコ世界遺産条約は、国際遺産分野で最も影
響力のある制度として、個々の遺産の保護・保全
の実際から、各国の遺産政策や行政の展開に至る
まで、加盟国に重要な指導的枠組みを提供してき
た。本講義では、世界遺産条約の歴史、理念、運
用スキームを網羅しながら、世界遺産条約とその
周辺で展開された国際的な議論の全体像を解説す
る。

非常勤講師：稲葉信子

0ATV203

World Heritage and
International
Cooperation (世界遺産
と国際協力)

1 1.0 1・2 春BC 集中
飯田 義彦,池田
真利子,肥後 時尚

世界文化遺産・世界自然遺産に関わる国際協力の
事例をもとに、文化遺産・自然遺産の保全に関わ
る国際的枠組みの成果と課題を学ぶ。合わせて、
日本の国際協力に関する枠組みについても取り上
げる。

非常勤講師：長岡正哲
（ユネスコ）
外部講師:長谷川基裕
(JICA)  
英語で授業。

実施日【7/5 長谷川
基裕先生】
実施日【7/9・16 長岡
正哲先生】

14



0ATV204
World Heritage and
Civil Participation
(世界遺産と市民参加)

1 1.0 1・2 火4,5 池田 真利子

本講義では、1) 現在の世界遺産が直面する課題
を的確に知り、2) その背景にある地域の実情を
多角的かつ分野横断的にみること、さらに3) 世
界遺産の維持のために必要不可欠とされている市
民参加の在り方を、世界遺産に限定せず、広く
ヨーロッパの遺産保存の在り方から探ること、4
世界遺産の多様化、5EUにおける最新の文化遺産
を巡る動向を理解することを通じて、世界遺産に
おける市民参加がどのようにして実現され得るの
かを考えることを目標とする。

英語運用能力が求めら
れる。（日本語話者向
け）
対面. オンライン(同
時双方向型)
2024年度は対面講義
（教室で国内外の大学
とオンラインで接続す
る可能性はある）を予
定する。

0ATV205
World Heritage and
Sustainability (世界
遺産と持続可能性)

1 1.0 1・2 春BC 集中 飯田 義彦

持続可能性概念について様々な保全制度と地域実
践事例から学ぶ。自然と文化の遺産管理におい
て、持続可能性概念や国連の持続可能な開発目標
(SDGs)をいかに結びつけて社会実装を進めるか。
その上で、持続可能な社会づくりに向けたグロー
バルとローカルの協働のあり方と将来方策につい
ての自身の考えを深める。

英語で授業。
実施日【7/20・21】

0ATV206
Role of International
Organizations and
NGOs (国際機関の役割)

1 1.0 1・2 春BC
池田 真利子,飯田
義彦,肥後 時尚

修士・博士課程の学生は、ドイツやイタリアなど
の西欧諸国だけでなく、旧東ドイツなどの東欧諸
国やインドなどの南欧諸国における最近の国家
的・地域的・地域的背景を知ることで、現代の
「グローバル世界」において遺産とアイデンティ
ティがどのように関連しているかを学ぶ。遺産保
存の分野では、市民参加に根ざした実践は、特に
1980年代以降、特定の地域的・政治的文脈によっ
て、多くの成果を上げてきた。しかし、実利主義
的な学術的言説は、国や地域の文脈を無視する傾
向があり、「遺産化」や「組織化」に伴う対立も
生じている。本講演では、30年以上にわたって実
践的、理論的、そして学術的な見解に基づいて遺
産学という学問分野を発展させてきたLeo
Schmidt教授，Alexsandra Skedzuhn-Safir教授
（いずれもドイツBTU），Jens Casper教授ら（エ
アフルト応用科学大学）の協力を得て、オンライ
ン上でさらに学術的な議論を展開する。

英語運用能力が求めら
れる。（日本語話者向
け）参考）IELTS総合
スコアが6.5程度
英語で授業。
対面. オンライン(同
時双方向型)
2024年度は対面講義
（教室で国内外の大学
とオンラインで接続す
る可能性はある）を予
定する。

0ATV207

International
Conventions for
Heritage Conservation
(国際条約論)

1 1.0 1・2 春BC 集中
飯田 義彦,池田
真利子,肥後 時
尚,堀江 正彦

この授業では、地球環境の保全、遺産の保護と開
発に関する国際条約と、世界中の様々な国々の事
例研究を通じて、急速に変化する社会において、
どのように遺産と共存し、環境を保全するととも
に、持続的な社会を実現するかを学ぶ。

非常勤講師：堀江正
彦，外部講師：鈴木渉
英語で授業。
対面
実施日【6/3 堀江正彦
先生】
実施日【6/8 鈴木渉
先生】

0ATV208

Project Practice in
UNESCO-designated
Area（ユネスコ地域演
習）

2 2.0 1・2
春C夏季
休業中

集中 飯田 義彦

国内外におけるフィールド実習を通じて、遺産保
護と持続可能な開発のバランスを取るための方策
について、現地の関係者の取組や国際的な視点の
双方から学ぶ。

現地実習（石川県白山
市） 英語で授業。
7/29～8/4

0ATV209
Advanced Practice of
Heritage Studies (市
民参加研究演習)

7 3.0 1・2

本演習は「World Heritage and Civil
Participation(世界遺産と市民参加)」で学んだ
国内外の学術的視点や知識に基づき、海外（主と
してドイツ等の西ヨーロッパ）や国内のフィール
ドを実際に訪れ、より実践的に研究方法を習得す
ることを目的とする。本科目のねらいは，
0ATV204「World Heritage and Civil
Participation(世界遺産と市民参加)」で学んだ
研究視点や各年設定のテーマに関連し，その研究
方法やデータ取得方法を大学／現地フィールドで
具体的かつ実践的に学ぶことである。学生は地域
調査の基礎を学ぶだけでなく，自ら主体的に
フィールド調査に取り組む経験を得ることができ
る。また，海外フィールド調査において，「自分
が知りたいこと」の情報を得るため，英語やその
他の国の言語能力を使用することで，国際的な学
術議論を無理なく行うことができるようになる。
なお本科目では，専用のタブレット端末・録画機
器を最大限活用したグループ学習を行う。

英語運用能力が求めら
れる。（日本語話者向
け）
英語で授業。
2024年度開講せず。
対面. オンライン(同
時双方向型)
2024年度は対面（教室
で国内外の大学とオン
ラインで接続する可能
性はある）を予定す
る。

0ATV301 建築遺産論 1 1.0 1・2 春AB 木3
人社
B218

下田 一太

多様な歴史的背景や環境条件、意匠的特徴や利用
可能な材料の特性に根差した建築遺産の理解、分
析、調査、記述の方法と視覚化、評価の方法を学
び、そうした歴史的建造物の意義や価値を保存・
継承するための修理や復元の理念と技術、それら
を伝達するための整備や再生の幅広い手法や技術
について、国内外の世界文化遺産を含む建築遺産
を事例として理解する。授業を通じて、各自が関
心を有する建築遺産に対して、必要とされる調査
を実践的に適用するための知識を習得し、保存や
活用のための具体的な提案ができるようになるこ
とを到達目標とする。

対面(オンライン併用
型)

秋A

集中
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0ATV302 建築遺産演習 2 3.0 1・2 通年 集中 下田 一太

建築遺産や周辺環境、建築と人との関係性を測
量、記録し、図面化する手法について実践を通じ
て学ぶ。また、それらの記録や各種表現を、建築
遺産やその地域の保存や活用のために利用し、提
案を関係者に共有し議論する一連の過程を経験す
る。それらの過程において、建築遺産の研究や修
復、活用における幅広い課題を理解し、建築の構
造や意匠、技法の特質、建築空間の利用方法等を
調査・分析する能力を養う。多様な専門的知識や
技術を横断的に連携し、取り組む必要のある建築
遺産の保存と活用の体験を通じて、多様な関係者
と協働し、建築遺産の保護と活用に寄与すること
ができるようにする。

学外の建築遺産にて対
面で実施
対面

0ATV303 美術遺産論I 1 1.0 1・2 春AB 火3
人社
B218

八木 春生

講義形式(学内)。中国で世界遺産に認定された雲
岡石窟や龍門石窟を対象とする。この授業では、
その中でも北魏時代(439年から534年)に開かれた
石窟を取り上げる。窟形式や造像の様式、形式、
また文様などの要素を様々な角度から分析し、そ
れを総合的に考察することで評価を行う。それぞ
れの石窟がいかなる目的のために、またいかなる
人々のために開かれたか、そのためにいかなる工
夫がなされたかを明らかにする。そしてこの作業
から抽出される、それぞれの石窟の特殊性に基づ
き、それに適した石窟の保存を考える能力を養成
する。これにより、中国北魏時代の代表的な石窟
に関する基礎的な知識を有し、その評価を基盤と
して活用など保護の方法を自らの研究と関連して
できるようになる。

対面. オンライン(オ
ンデマンド型)

0ATV304 美術遺産論II 1 1.0 1・2 秋AB 火3
人社
B218

八木 春生

対面. オンライン(オ
ンデマンド型)

0ATV305 美術遺産演習 2 2.0 1・2 秋A 集中 八木 春生

演習（学外）。中国の仏像や陶磁器を多く所蔵す
る東京国立博物館などで、作品を様々な角度から
観察する。作品を見比べることで、制作された時
代や地域を知るだけでなく、実物を見て制作した
人の目的を考える。同時に、展覧会を企画した学
芸員が何を意図し、何を重視して作品を展示した
のかを考え、理解することで、自らの作品理解を
深めていく。

対面

0ATV306 保存科学概論 1 1.0 1・2 春C 木4,5
人社
B218

松井 敏也

保存科学の沿革・保存科学技術のあり方・研究方
法を論じ、保存修復事例をもとに文化財を取り巻
く保存環境・劣化現象の解明、その保存対策の手
法について解説する。それにより、遺産や美術品
の劣化や損傷し対し、その診断手法の確立、なら
びに診断結果に対する総合的評価を立地環境と担
当者らのスキルなどと併せて考慮する視野を構築
することを目指す。実践的処置技術については今
後の社会及び環境変動を見据えた課題の抽出とそ
の解決法を科学的に行う能力を習得する。

対面

0ATV307 保存科学演習 2 2.0 1・2
夏季休業

中
集中 松井 敏也

保存対象の活用状況や管理状態、地域の関わり方
の調査から得られる課題を整理し、対象文化財の
保存科学的調査を実施する。保存科学研究の基本
である、材質分析・構造調査・保存環境の調査方
法について、調査機器を用いての実地研修により
習得させ、その分析、評価を関連分野の研究成果
等と併せて総合的に考究させることを目指す。ま
た世界遺産をはじめとする遺跡や博物館におい
て、専門家らによる指導助言を受けながら現場レ
ベルの保存科学実務を学び、習得した技術や能力
をさらに発展させる。

対面
奈良・京都で実施予定

講義形式(学内)。中国で世界遺産に認定された敦
煌莫高窟、龍門石窟などの、唐時代前期(618年か
ら655年)に開かれた石窟を取り上げる。窟形式や
造像の様式、形式、また文様などの要素を様々な
角度から分析し、それを総合的に考察することで
、これらの石窟の評価を行う。敦煌莫高窟唐前期
諸窟や、龍門石窟唐前期諸窟のほとんどは、北魏
時代に国家により開かれた雲岡石窟と異なり、民
間による造営である。浄土教が流行したこの時期
に、人々がいかなる目的を持って造営し、またそ
れらの人々の要求を満足させるためにどのような
工夫がなされたかを考察する。そしてこの作業か
ら抽出される、それぞれの石窟の特殊性に基づき
、それに適した石窟の保存を考える能力を養成す
る。これにより、唐時代前期の代表的な石窟に関
する基礎的な知識を有し、その評価を基盤として
活用など保護の方法を自らの研究と関連してでき
るようになる。
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0ATV401 遺産整備計画論 1 1.0 1・2 春A 月4,5
人社
B218

上北 恭史

遺産の歴史的価値を評価し、遺産の保存手法、環
境整備等について論じ、社会的保護制度や遺跡、
建造物の保存手法、地域再生事業などの活用計画
について考究する。教育の目標として、文化遺産
を中心に、保護制度と遺産価値の理解を通して適
切な保護の方法と利活用の手法について計画し、
事業を遂行するための基本的考え方を学ぶ。授業
の到達目標として、遺産保護制度の法令の理解お
よび保護計画事例を把握し、遺産の持つ歴史的・
社会的価値を評価する能力、需要に適した活用方
法の提案ができる能力を身につける。また遺産の
復元の問題や国際協力事例について事例を基に議
論し、遺産を活かした地域再生について対応でき
る人材の育成を重視する。

対面

0ATV402 遺産整備計画演習 2 2.0 1・2 春AB 集中 上北 恭史

遺跡や歴史保存地区などで実施されている遺産保
護・活用事例に触れ、保存事業や地域再生、観光
事業について考察を行い、遺産の保護と活用計画
の立案について習得する。授業目標として、遺跡
や歴史保存地区で行われている保存活動の実例に
ついて学び、保存や再生、活用方法について詳し
く考察を行う。さらに遺産整備計画を立案できる
能力をつける。到達目標として、遺産保存の実例
に触れ、法律、条例、保存計画棟の保存制度を手
がかりに遺産保護の具体的手法について分析でき
るか確認する。また保護されている遺産の状況を
分析し、保護における問題点や利用の手法を提案
できる能力をレポート等で確認する。

0ATV403 文化的景観論 1 1.0 1・2 春AB 火4
人社
B218

黒田 乃生

遺産としては比較的新しい概念である文化的景観
について、景観の概念の変遷、世界遺産における
文化的景観をめぐる議論と現状、日本の文化財に
おける文化的景観の定義と保護、景観と社会の関
係などの基礎的な知識の習得に加え文化的景観の
評価および保全に関する事例を紹介する。講義全
体を通じて他の文化遺産と文化的景観の特徴の異
同を考究するための緒を与える。保全や概念につ
いて国内外の相違を紹介し、履修生とのディス
カッションを通じて文化的景観の曖昧さや保護の
課題について自ら考えることができるようにす
る。

対面. オンライン(同
時双方向型)

0ATV404 遺産観光論 1 1.0 1・2 秋AB 月4
人社
B218

伊藤 弘

観光に関する用語や意義、歴史的かつ現状の課題
および計画論等に関して概説を行うと同時に、観
光の対象となる文化資源や自然環境について、世
界遺産や指定文化財、自然公園など制度上の評価
に捉われない評価の考え方を整理する。利用と保
護が持続的に同時に求められる、自然および文化
を活かし続ける観光のあり方や取り組み手法、そ
れに基づく観光地整備の考え方について、具体の
事例を取り上げながら、その効果と課題を踏まえ
て考察する。

対面

0ATV405 プランニング演習 2 3.0 1・2

春C秋A
夏季休業

中
秋B

集中
人社
B218

伊藤 弘

自然および文化を、住民および来訪者がより深く
理解できるような持続的な利活用方策に関して、
特定の資源を対象に、広域的な周辺環境および対
象資源について、課題の整理からテーマの設定、
計画案の策定に至る一連の作業をグループワーク
を通して体験し、計画の考え方や作業の流れ、評
価方法を理解する。また、毎回進捗報告会を実施
することで、各自の考え方や主張を他者に分かり
やすく伝えるプレゼンテーションのやり方と、計
画案に関するディスカッションを体験する。

対面
7月下旬開講
夏季休暇中現地演習
（2泊3日）
秋学期以降隔週月曜日
５限に実施予定

0ATV406
インタープリテーショ
ン概論

1 1.0 1・2 秋ABC 集中 三ツ井 聡美

自然遺産、文化遺産の価値を伝えるインタープリ
テーションに関してその歴史と概念を知るととも
に、国立公園等の現場における利用者の環境意識
とインタープリテーションとの関係などを学ぶ。
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８.時間割

■授業時間

第 1 時限 8：40 ― 9：55 

第 2 時限 10：10 ― 11：25 

第 3 時限 12：15 ― 13：30 

第 4 時限 13：45 ― 15：00 

第 5 時限 15：15 ― 16：30 

第 6 時限 16：45 ― 18：00 

■休業期間

春季休業 4 月 1 日 ―  4 月 4 日 

夏季休業 8 月 10 日 ―  9 月 30 日 

冬季休業 12 月 26 日 ―  1 月 5 日 

春季休業 2 月 18 日 ― 3 月 31 日 

■「随時」「応談」の科目等

必修科目（随時）

【1 年次必修科目】

世界遺産特別演習（ゼミ・発表会）・・・・・・・・学位プログラム全教員

【2 年次必修科目】 

世界遺産特別研究（修士論文・発表会）・・・・・・学位プログラム全教員

選択科目（応談）

  世界遺産学インターンシップ・・・・・・・・・・学位プログラム専任教員
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春春学学期期  4 月月 15 日日～～8 月月 8 日日 
【【春春 A】】（（4 月月 15 日日～～5 月月 22 日日））   
 月 火 水 木 金 

1    

 

（演習等） 

2   
世界遺産論 

学位プログラム教員 
B218 セミナー室(大) 3   

美術遺産論 I 
八木 

B218 セミナー室(大)   

建築遺産論 
下田 

B218 セミナー室(大) 

4 
遺産整備計画論 

上北 
B218 セミナー室(大)  

文化的景観論 
黒田 

B218 セミナー室(大)   

  

5    

【【春春 B】】（（5 月月 24 日日～～6 月月 27 日日））                                             
 月 火 水 木 金 

1     

（演習等） 

2   
世界遺産論 

学位プログラム教員 
B218 セミナー室(大) 

 

3  
美術遺産論 I 

八木 
 B218 セミナー室(大) 

建築遺産論 
下田 

B218 セミナー室(大) 

4  
文化的景観論 

黒田 
 B218 セミナー室(大) 

  

5     

【【春春 C】】（（7 月月 5 日日～～8 月月 8 日日））                                             
 月 火 水 木 金 

1     

（演習等） 

2    
Global Learning: 

Heritage, Creativity 
and Art （グローバル

に学ぶヘリテージ，創

造性とアート） 
池田・上北・松井他 

B218 セミナー室(大) 
ハイブリット式（MS 

Teams） 

3    

4    
保存科学概論 

松井 

 B218 セミナー室(大) 
5    
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【【春春学学期期・・夏夏季季休休業業中中  集集中中講講義義】】  （（※※春春 C  7 月月 5 日日～～8 月月 8 日日）） 

春 AB 遺産整備計画演習（上北） 自然遺産論（飯田・吉田） 

春 BC 

World Heritage and Sustainability(世界遺産と持続可能性) （飯田） 

International Conventions for Heritage Conservation （国際条約論）  

吉田・飯田・池田（外部講師：堀江正彦先生，鈴木渉先生） 

World Heritage and International Cooperation（飯田） 

（非常勤講師：長岡正哲先生 外部講師：長谷川基裕先生）   

Role of International Organizations and NGOs（国際機関の役割）（池田・飯田・肥後） 

春 BC 随時  研究倫理（大学院共通科目） 

春 C 
Project Practice in UNESCO-designated Area（ユネスコ地域演習） （飯田） 

無形遺産論（池田） （非常勤講師：宮田繁幸先生・石村智先生） 

通年 建築遺産演習（下田） 

春 B＋夏季休業中 文化遺産演習（黒田）  

夏季休業中 
保存科学演習（松井） 

自然遺産演習（飯田・吉田・三ツ井）  

春 C＋夏季休業中＋ 

秋 AB 

プランニング演習（伊藤） 

夏季休業中＋秋 ABC 
Global Project: Designing Heritage Research 

（グローバルに考究するヘリテージ研究デザイン）（池田・上北・松井） 

20



秋秋学学期期 10 月月 1 日日～～2 月月 13 日日 
【【秋秋 A】】  （（10 月月 1 日日～～11 月月 7 日日）） 
 月 火 水 木 金 

1     

（演習等） 

 

 

2  
世界遺産を 
科学する 

学位プログラム教員 
教室未定  

 
文化遺産論 

下田 
B218 セミナー室(大) 

3  
美術遺産論Ⅱ 

八木 
5C402 

  

4 
遺産観光論 

伊藤 
B218 セミナー室(大) 

World Heritage and 
Civil Participation 

（世界遺産と市民参加） 
池田 
B218 

  

5    

【【秋秋 B】】  （（11 月月 11 日日～～12 月月 18 日日）） 
 月 火 水 木 金 

1 
Global Heritage 

Studies 
（国際遺産論） 

肥後 
B218 セミナー室

（大） 

   

（演習等） 

2 
世界遺産を 
科学する 

学位プログラム教員 
教室未定 

 
文化遺産論 

下田 
B218 セミナー室(大) 

3  
美術遺産論Ⅱ 

八木 
5C402 

  

4 
遺産観光論 

伊藤 
B218 セミナー室(大) 

   

5     

6      

【【秋秋 C】】 （（1 月月 6 日日～～2 月月 13 日日）） 
 月 火 水 木 金 

1     

（演習等） 

2     

3     

4     

5     
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【【秋秋学学期期・・春春季季休休業業中中  集集中中講講義義】】 

秋 A 

UNESCO and the World Heritage Convention 
ユネスコと世界遺産条約（稲葉信子先生） 

美術遺産演習（八木） 

秋 B 遺産保護行政論（下田・非常勤講師） 

秋 ABC 
宗教論（松井圭介） 

インタープリテーション概論（三ツ井） 

春季休業中 World Heritage and Civil Participation（池田） 
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９.学外の演習・集中講義等（●：学外） 

各科目の日程や内容は変更となる場合があるので、履修前に最新の情報を随時 KdB で確認し、必要

に応じて担当教員に問い合わせください。 

世界遺産論：池田 

 授業の方法を変更することがあります。その場合は事前に manaba 経由またはメーリングリストに連

絡しますので確認してください。 

 

 
 
遺産整備計画演習：上北 

 日程 時間 場所 担当 内容 

 
4月 19日（金）  10：00～

12：00 
B218 上北 土浦古地図による探索説明 

● 4月 26日（金） 逐次連絡 土浦市 上北 土浦亀城地区見学 

● 5月 17日（金） 逐次連絡 つくば市 上北 筑波山麓小田城跡、平沢官
衙遺跡 

● 5月 24日（金） 逐次連絡 佐原 上北 佐原重伝建地区における活
用事例の見学 

 5月 31日（金） 逐次連絡 B218 大平茂男先生 歴史的建造物の活用の講義 

● 6月 7日（金） 逐次連絡 川越 大平茂男先生 川越重伝建地区における歴史
的建造物の保存事例の見学 

* 費用：交通費等 

 

 

自然遺産演習：飯田・吉田・三ツ井 

 日程 場所 費用 その他 

● 8月 27日(火)～9月 1日(日) 小笠原諸島父島 交通費・宿泊費 約 8万円 

月 日 曜日 内容 担当 

4 

8 月 教員自己紹介・演習ガイダンス 全員 

17 水 学生自己紹介① 全員 

24 水 学生自己紹介② 全員 

5 

8 水 休講  

10 金 遠足（富岡製学外糸場 WS） 参加希望教員 

15 水 
肥後「歴史学・考古学と世界遺産」 

三ツ井「世界遺産学への関わり方」 
肥後・三ツ井 

22 水 講義① 国際遺産学分野 
池田・飯田・肥後・三ツ

井 

29 水 講義② 遺産の評価と保存 下田・松井・八木 

6 

5 水 講義③ 遺産のマネジメントとプランニング 伊藤・上北・黒田 

12 水 協力教員研究紹介 松井（圭）・滝沢・野中 

19 水 テーマ発表① 全員 

26 水 テーマ発表② 全員 

7 3 水 休講  
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美術遺産演習：八木 

 日程 場所 費用 その他 

● 10月上旬 東京都内の博物館・美術館 交通費 

 

 

保存科学演習：松井 

 日程 場所（候補） 費用 その他 

● 8月27日（火）～31日（土）
宮城県、福島県（震災関連遺

構・被災資料） 
交通費・宿泊費 

 

 

プランニング演習：伊藤 

 日程 場所 費用 その他 

 スンダイガ 812B ～00:31）金（日62月7  

● 

 

9月中旬予定 
白川郷・五箇山 

宿泊費・食費 

（別途現地までの交通費） 

 10月 7日(月) 5限以降 

10月 21日(月) 〃 

11月 11日(月) 〃 

11月 25日(月) 〃 

12 月 9日(月) 〃 

12 月 23 日(月) 〃 

B218 - 

 

 

文化遺産演習：黒田 

 日程 場所 費用 その他 

  スンダイガ 812B 限４）火（日2月7

  表発題課 812B ）定未（月8

● 9月12日（木）～15日（日）(予定)
五箇山 

 

宿泊費・食費 3 万円 

（現地までの交通費別）  

 

 

インタープリテーション概論：三ツ井 

 日程 場所 費用 その他 

 KdB を確認すること   

●     
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遺産保護行政論：鈴木地平（文化庁世界遺産室）

 日程 場所 費用 その他 

● 2 日間（11 月～12 月に予定） 東京キャンパス 交通費・昼食代 

 

 

建築遺産演習：下田 

 日程 場所・内容 費用 その他 

● 7月後半に 1週間程度 （検討中） 

中国（成都）の歴史的地区において伝統

集落や建築の記録と保存活用の提案を目

的とした調査を実施（検討中） 

※中国での実習が実施されなかった場合

には茨城県内と都内にて複数回に分けて

建築遺産の調査（日帰り）を予定 

航空券・宿泊

費・食費等 

（約 12 万円） 

 

 

Project Practice in UNESCO－designated Area：飯田 

 日程 場所 費用 その他 

● 7 月 29 日～8月 4日 
白山国立公園，白山ユネスコエコパーク，

白山手取川ジオパーク 

交通費・宿泊

費等 

 

 

Global Project: Designing Heritage Research 

（グローバルに考究するヘリテージ研究デザイン）：池田・上北・松井  

 日程 場所 費用 その他 

● 通年 
東京都荒川区および台東区，茨城県内ほか 現地までの交

通費 
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10.世界遺産学インターンシップ 

(1) 事前準備 
①インターンに行く場合には必ず事前に指導教員に相談してください。 

② 受け入れ先によっては正式な契約書、誓約書などが必要となります。紹介教員から確認しても

らい、必要な場合は指導教員まで申し出てください。 

③インターンに行く前に学生保険に入ってください。（保険に関しては体芸支援室の学生支援係に

お問い合わせください。） 

④先方担当者に評価書（書式 2）を記入・提出していただくことになりますので、あらかじめ記入

書式があることを伝えてください。 

 
(2) インターン中 
①世界遺産学インターンシップ報告書（書式 1）に必要事項を自分で記入し、インターン先担当者

のサインをもらってください。 

②インターン終了後、インターン先の担当者（プログラム指導担当者）に世界遺産学インターン

シップ評価書及び修了証明書（書式 2）に総合評価（A～D）と所見の記入、修了証明のサイン

を頂いてください。 

 
(3) 修了後 

指導教員・紹介教員に報告し、報告書（書式 1）と評価書（書式 2）をカリキュラム担当教

員まで電子ファイルにて提出してください。 

電子ファイルはこちらから（https://www.heritage.tsukuba.ac.jp/documents/） 

 

(4) これまでの受け入れ先、紹介者例 
（そのほかにも様々な機関でインターンをしています。詳細はカリキュラム担当教員まで。） 

受け入れ先 内容 紹介教員 

ユネスコアジア文化センター文化遺産保

護協力事務所 

アジア太平洋地域を対象とした文化遺産

の保護・調査・修復の研修における補佐 
上北 

TBS テレビ TBS「世界遺産」番組製作現場を学ぶ 上北 

白川村（社）ホワイエ 中長期滞在による観光、景観保全の活動 黒田 

野外博物館 合掌造り民家園 企画展示、運営業務 黒田 

平地域づくり協議会（五箇山） 
中長期滞在による地域イベントの企画運

営など 
黒田 

（公財）日本交通公社 観光関係データベース作成等 伊藤 

東京国立博物館 保存環境、保存修復に関する業務補助 松井 

㈱JTB 総合研究所 観光コンサルティングの調査補助業務 池田 

Studio Gross 市民コンサルティングの補助業務 池田 

※大学経由型インターンシップなどは、筑波大学キャリア支援チームの HP より確認してくだ

さい。（P.42 参照） 
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㊞

********************
********************

********************

*******
*******

********************

（例）
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㊞

**************

特にありません

（例）
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11.全学・他学術院の開設科目について
大学院共通科目，および学術院共通専門基盤科目も積極的に受講して下さい。

各科目の授業概要，シラバスは KdB（教育課程編成支援システム）から閲覧できます。 

【大学院開設科目一覧】

https://www.tsukuba.ac.jp/education/g-courses-g-tsukuba-tokyo/index.html 

【大学院共通科目・大学院共通専門基盤科目】

https://www.tsukuba.ac.jp/education/g-courses-kyoutsuukamoku/ 

例：研究倫理（0A00103） １単位 春 BC 随時 

例：人間総合科学基礎論（0AS0001）１単位 春 C 月 2・3 限 
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世界遺産学学位プログラム（博士後期課程） 





世界遺産学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Heritage Studies１．筑波大学大学院スタンダード
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世界遺産学学位プログラム（博士後期課程）

３.履修方法

【履修方法・修了要件】

科目区分 科目群 条件又は科目名等 修得単位数 

専門科目 必修科目 

世界遺産学特別研究 

上記のほか学術院共通専門基盤科目、

大学院共通科目の履修を推奨する。  

３ 

修了単位数 ３ 

（修了要件）

3 年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科目の履修により所

定の単位を修得し、必要な研究指導を受けた上で、博士論文の審査及び最終試験に合格するこ

と。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、当該課程に 1 年（修士課

程早期修了者等にあっては当該課程における在学期間を含めて 3 年）以上在学すれば足りるもの

とする。

４.履修申請の注意事項

・履修申請は申請期間中に TWINS(https://twins.tsukuba.ac.jp/)を利用して行ってください。

履修申請を忘れた場合は TWINS から追加履修申請書を出力し、体育芸術エリア支援室の大学院教

務担当まで提出してください。追加履修申請書には授業担当教員、指導教員、プログラムリーダ

ーの 3 名の署名捺印が必要となりますので注意してください。 
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５.コンピテンス達成度評価について

博士後期課程の場合にも、コンピテンス達成度評価を実施し、かつ学位プログラムで定めている

達成度評価基準を満たすことが必要です。

１．コンピテンス達成度評価の導入について 

筑波大学では、2020 年 4 月に大学院の改組・再編を行い学位プログラム制導入に伴って、筑

波大学大学院の学生が修了時に身につけるべき知識・能力等を「コンピテンス」として設定する

こととなりました。人間総合科学研究群に入学した博士前期課程、博士後期課程の学生も、学位

取得までに学位プログラムが設定するコンピテンスの基準に到達する必要があります。

筑波大学大学院を修了した学生全員が身につけているのが「汎用コンピテンス」であり、博士

前期課程と博士後期課程とでは若干異なりますが、それぞれ 5 つが設定されています。それ以外

に、学位プログラムの定める「専門コンピテンス」があります。

２．コンピテンスの達成についての考え方 

各学位プログラムの「カリキュラム・マップ」において、所属組織が開設している個々の授業

科目、および授業科目以外の評価項目について、どのコンピテンスの項目の何単位分に相当する

かという基準値を示しています。また研究群では、大学院共通科目や学術院共通専門基盤科目、

研究群共通科目の基準値を示しています。修得した授業科目のそれぞれのコンピテンスの項目の

基準値をすべて足し算した値が、学位プログラムの定める達成度評価基準に到達していれば、そ

の項目のコンピテンスは修得できた、ということになります。

博士後期課程では、コンピテンスは修了要件を満たすだけでは達成できないので十分に注意し

て下さい。修了要件以外の科目の履修や学会発表、フィールド調査、インターンシップなどによ

ってコンピテンスを達成するようにして下さい。

したがって自分が、コンピテンスをどの程度まで達成しているのか、1 年ごとに「カリキュラ

ム・マップ」に示されている基準値を計算して自己評価し、それをもとに指導教員と綿密に相談

して、必要に応じて履修計画を変更し、学位論文提出時には学位プログラムで定めている達成度

評価基準を満たしているようにしてください。
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３．コンピテンス達成度評価の方法 

１）評価時期 

・博士後期課程の場合 

1 年次 2 月（年度末） 

2 年次 9 月（中間発表時） 

3 年次 予備審査時 

・休学をした学期については記入不要です。「学期末」「学年末」は適宜、書き換えてください。 

 

２）評価方法 

①博士後期課程に関しては指導教員から学生に依頼する。 

②学生自身が、カリキュラム・マップを参照して「達成度評価シート」に記入し、コンピテンス

の達成状況を確認する。 

③学生は「達成度評価シート」を指導教員に提出する。指導教員は、学生のコンピテンスの達成

状況を確認し、コンピテンスの達成度を判定する。不足がある場合は指導教員と話し合って履

修計画を変更する。 

④達成度評価を踏まえ、次学期の科目の履修を決める。 

⑤博士 3 年次の論文審査委員会は、達成度評価結果と口頭試問をもとに最終試験を行い、合否を

判定する。 

⑥「達成度評価シート」は、保管し、次の達成度評価のときに書き加えていく。 

⑦その他 

・今後、学位プログラムで論文博士を取得する場合にも、学位プログラムのコンピテンス達成度

評価基準に到達することが必要になります。 
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学学位位ププロロググララムム開開設設科科目目

世界遺産学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

0

小　計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

学学術術院院共共通通専専門門基基盤盤科科目目

世界遺産を科学する ○ ○ ○ ○ 4

0

小　計 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 4

大大学学院院共共通通科科目目

研究倫理 ○ ○ ○ 3

0

小　計 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3

他他学学位位PP開開設設科科目目

0

0

小　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

授授業業科科目目以以外外のの評評価価項項目目 0

学術論文の掲載（海外） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

社会活動参加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

国外の調査研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

国内の調査研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

TA/TF経験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

国際会議への参加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

INFOSS情報倫理、APRIN e-learning ○ 1

シンポジウム、ワークショップの参加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

0

0

0

0

0

0

0

小　計 7 7 7 7 4 7 7 7 8 4 65

合　計 9 9 9 8 5 9 9 9 10 5 82

達成基準 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 30

達成状況 300.0% 300.0% 300.0% 266.7% 166.7% 300.0% 300.0% 300.0% 333.3% 166.7% 273.3%

コンピテンス評価表（世界遺産学学位プログラム・博士後期課程）

学籍番号　********************　

氏名　 　********************　

汎用コンピテンス 専門コンピテンス

科目名

コ
ン
ピ
テ
ン
ス

科
目
別
合
計

（例）
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６.授業一覧 

 

【必修科目】 

 
 

【選択科目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目番号 科目名
授業

方法
単位数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0BTV001 世界遺産学特別研究 2 3.0 1 - 3 通年 随時

池田 真利子,飯

田 義彦,伊藤

弘,上北 恭史,

黒田 乃生,下田

一太,滝沢 誠,

野中 勝利,松井

圭介,松井 敏

也,八木 春生,

肥後 時尚,三ツ

井聡美

本科目は，世界遺産学学位プログラム博士後期

課程１年次の必修科目である。世界遺産ならび

に関連する国際的・国内的な文化遺産・自然遺

産の保全制度の比較研究を通じて，研究能力を

養成する。具体的には，既往研究に基づいた問

題設定や適切な研究・分析の方法の検証，研究

倫理をふまえたアカデミック・フィールド調査

や論文執筆等，学際的な領域の研究者に求めら

れる適切な研究能力を修得する。

英語運用能力が求めら

れる。（日本語話者向

け）

対面. オンライン(同

時双方向型)

2024年度は対面講義を

予定する。希望者は必

要に応じてオンライン

受講可能である。

科目番号 科目名
授業

方法
単位数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0A00103 研究倫理 4 1.0 1 - 5 春BC 随時
岡林 浩嗣,大須

賀 壮

研究活動に従事する上で踏まえるべき研究倫理

の基礎を、具体的事例を交えて講義する。研究

不正(FFP)、研究費の不正使用、その他のコンプ

ライアンスなどを取り上げる。また、これらを

理解するための前提となる、科学技術政策、研

究助成のしくみ、申請や審査のしくみなどにつ

いても触れる。

 本科目は講義を主体としつつ、講義の間に演習

(個別演習・グループ演習)を交互に挟む構成と

する。講義においては、研究倫理と研究公正に

関連する基本概念を整理すると共に、研究不正

(FFP)、研究費の不正使用、その他のコンプライ

アンスに関わる問題などを取り上げる。また、

これらを理解するための前提となる、学術研究

活動をとりまく環境の変化や、科学研究費の申

請や審査のしくみなどについても触れる。特に

特定不正行為に関しては具体的事例を元にその

原因や背景を解説し、受講者が研究活動を行う

上で必要な対策について具体的に考える機会を

与える。

オンライン(オンデマ

ンド型)

0AS0306 世界遺産を科学する 1 1.0 1・2 秋AB 火2
人社

B218

池田 真利子,黒

田 乃生,飯田

義彦,伊藤 弘,

上北 恭史,下田

一太,松井 敏

也,八木 春生,

吉田 正人,肥後

時尚,三ツ井聡

美

本講義では，世界遺産（文化遺産・自然遺産）

に関する学術的調査・研究の進展や現状と課

題，そして保護・利用・活用等における実務的

な諸課題・解決方法を，人文社会科学（芸術

学・地理学・保存科学）・自然科学（生態学・

保存科学）・工学（建築学・建築保存学・造園

学）等の観点から多角的・学際的に考究する。

対面

2024年度は対面での実

施を予定する。
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その他 





１１．．事事務務手手続続きき補補足足（（学学生生生生活活ななどど））  

■修業年限、在学年限について 

修業年限とは、課程を修了するために必要な在学期間です。また、在学年限とは、在学す

ることができる最大の年数です。標準修業年限及び在学年限は次のとおりです。なお、休学

は原則として通算で博士前期課程は 2 年まで、博士後期課程は３年まで取得できますが、休

学期間は修業年限及び在学年限には算入されません。 

（大学院便覧：学生生活 参照） 

課    程 標準修業年限 在学年限 

博士前期課程 ２ 年 ４ 年 

博士後期課程 ３ 年 ５ 年 

※ 長期履修学生に係る修業年限、在学年限は、大学院学則の規定に基づき別途定められていま

すので、支援室大学院教務担当に確認してください。 

 

■休学、復学、退学、留学等について 

休学、復学、退学、留学等、学籍異動を要する場合は、所定の手続を行って大学の許可を得る

ことが必要です。休学等の手続は、先ず指導教員と体育芸術エリア支援室大学院教務担当に相談

をし、学位プログラムリーダーにアポイントメントをとって面談を行ってください。なお、許可

を得るためには関係委員会での承認を得るまでの期間が必要となりますので、すべての申請手続

きは原則として１１カカ月月前前ままででに行ってください。 

また、休学許可日によっては、許可された休学期間の授業料が免除されます。休学が予定され

ている場合は、できるだけ早く体育芸術エリア支援室大学院教務担当にご相談ください。 

（大学院便覧：学生生活 参照） 

■履修申請 

履修を希望する科目については、定められた履修申請期間中（履修申請の締切日は TWINS のお

知らせ欄を参照）に履修申請をしなければなりません。履修申請をしない科目の履修は認められ

ませんので、各自必ず履修申請を行なってください。 

履修申請は、「TWINS」というシステムを利用して WEB 上で行います。入学時に統一認証システ

ムの ID と初期パスワードが記載されたカードを配布しています。この ID とパスワードを使用して

TWINS にログインしてください。なお、統一認証のパスワードが不明になった等の事情により再

交付が必要な場合には、学術情報メディアセンターあるいは附属図書館に再交付を願い出てくだ

さい。 

また、科目の実施情報（曜時限や教室など）に変更があった場合は、①manaba 等により担当教

員から直接連絡、②TWINS の WEB 掲示板にて案内、③世界遺産事務室前の掲示板などで周知され

ます。 

WEB 掲示板等は毎日必ず確認するようにしてください。 
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集集中中授授業業（（曜曜時時限限がが「「集集中中」」ととななっってていいるる科科目目））ににつついいててはは、、具具体体的的なな実実施施日日がが決決定定すするる

ままでではは履履修修登登録録ががででききまませせんん。。実実施施日日がが決決定定次次第第、、世世界界遺遺産産事事務務室室前前のの掲掲示示板板ににおお知知ららせせ

がが掲掲示示さされれまますすののでで、、履履修修申申請請期期間間内内にに履履修修登登録録をを行行っっててくくだだささいい。。  

■履修申請変更願（履修申請期間外の変更について）

止むを得ない理由があって、TWINS 履修申請の締切日を過ぎて、科目を追加履修あるい

は履修中止をする場合は、下記手順に従い TWINS から「履修申請変更願」を印刷し、授業

担当教員及び指導教員の承認印を得て、体育芸術エリア支援室大学院教務窓口へ提出して

ください。「履修申請変更願」には有効期限が記載されています。提出時に期限を過ぎてい

ると無効となるので、TWINS から印刷した後速やかに提出してください。 

なお、既に成績が入力されている科目は、原則として履修削除はできません。 

＊履修申請期間中は、通常の履修登録画面から変更を行ってください。 

----------------操作方法---------------- 

① TWINS メニューの「履修」カテゴリ内にある「履修申請変更」をクリック

② 中止したい、あるいは追加したい科目の科目番号を入力し、「追加」ボタンをクリック。

複数科目ある場合は、同じ操作を繰り返す。

（「追加科目」または「中止科目」に科目情報が追加されます。）

③ 「申請書作成」ボタンをクリック

④ 作成された PDF ファイルを印刷する

⑤ 必要事項を記入し、教員（授業担当教員及び指導教員）から承認印を得る

⑥ 体育芸術エリア支援室大学院教務窓口へ提出

1 

2 

3 
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■履修申請変更願（見本）

（TWINS マニュアル 参照） 

自筆で署名 

授業担当教員からの承認印 

変更理由を記入 

指導教員からの

承認印 

提出期限の数日前までに

支援室大学院教務へ提出 

この欄は記入不要 

0ATV 
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■シラバスの検索・閲覧

教育課程編成支援システム（KdB）を利用し、本学で開設されている授業のシラバ

スを閲覧することができます。ログイン用ユーザ ID とパスワードの入力欄が配置され

ていますが、ログインをせず利用できます。 

① KdB トップページへアクセス（https://kdb.tsukuba.ac.jp/）

② 検索 

例１）検索フィールド「フリーワード」に講義名、科目番号等を入力し検索  

例２）「コースカタログ」ボタンからドロップダウンで「大学院便覧」＞「人間総

合科学学術院」＞「人間総合科学研究群（博士前期課程）」＞「世界遺産学学位プ

ログラム」と選択していき検索ボタンをクリック 

③ シラバスボタンをクリックすると、ブラウザ上でシラバスを表示できます。  

検索フィールド 
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■支援室について

修学上の様々な手続き、問い合わせについては、体育芸術エリア支援室（５C 棟 2

階）にて対応しています。窓口の対応時間は平日の 9：00 から 17：00 まで（12：15

～13：15 を除く）です。窓口の他、支援室内には証明書自動発行機やレポートボック

ス、TA の出勤簿などがあります。

大学院教務窓口：授業・成績などに関すること。修了・休学等に関すること。TA に

関すること。教員免許に関すること。他 

学生支援窓口：奨学金・授業料免除に関すること。拾得物に関すること。駐車場利

用に関すること。他 

研究支援窓口：研究倫理に関すること。他 

■重要な連絡について

修学に関する重要な連絡事項は、E-mail により配信する場合があります。原則とし

て大学から学生全員に付与されているアドレス（@u.tsukuba.ac.jp）に送信しますの

で、常用しているアドレスに転送設定するなど、即時確認できるようにしてくださ

い。 

■在学生向け URL

ササイイトト名名 QQRR  
ココーードド

UURRLL  ササイイトト名名 QQRR  
ココーードド

UURRLL  

大学院 

便覧 

https://www.tsukuba.ac.jp/
education/g-
courses/index.html 

筑波大学 

大学院人間

総合科学 

学術院 HP

https://www.chs.tsukuba.ac
.jp/ 

TTWWIINNSS  https://twins.tsukuba.ac.jp/
campusweb/ 
履修登録・掲示板確認・成

績確認など、学修の様々な

場面で使用するシステムで

す。 

筑波大学 

附属図書館

TTuulliippss

https://www.tulips.tsukuba.
ac.jp/lib/ 

筑波大学 

教育課程

編成支援

システム

（KKddbb）

https://kdb.tsukuba.ac.jp/ 
科目の情報（シラバス等）

を検索・閲覧できるシステ

ムです。

学内無 LAN 

システム

http://www.cc.tsukuba.ac.jp
/network/access/ 

学習管理 

システム

manaba

http://www.ecloud.tsukuba
.ac.jp/manaba 
オンライン授業の基本とな

るシステムです。

講義の視聴やレポート提出

を行います。

筑波大学 

統一認証 

システム

https://account.tsukuba.ac.j
p/ 

筑波大学

キャリア

支援チー

ム

https://syushoku.sec.tsukut
s.ac.jp/career/
インターンシップや進路に

ついての様々な情報が掲載

されています。

TA ハンド

ブック 

https://www.tsukuba.ac.jp/c
ampuslife/support-ta-
handbook/ 
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２. 教員研究分野一覧（博士前期・後期課程） 
 

研究分野 教員名 研究内容 

持続的遺産保全 飯田義彦 自然-人間系における持続可能な遺産の保全管理に関す

る研究を行う。とくに持続可能性、生物文化多様性、地

球環境学の観点から実践的に考究する。 

現代社会の文化芸

術研究と都市遺

産，創造性と市民

参加 

 

池田 真利子 ドイツを中心とした中央・西ヨーロッパの都市遺産の市

民参加型保存・活用のほか、世界あるいは日本の現代社

会における有形・無形の文化の保存・継承・変容と創造

性・文化創造産業の役割に関して、人文学的・地理学的

観点に基づく理論・実証的研究を行う。 

開発観光計画 伊藤 弘 地域の特徴を形成する自然と文化を、持続的に活かし続

ける観光および地域のあり方と、その実現方策に関する

研究を行う。 

遺産整備計画 上北 恭史 遺跡、建造物の保存手法、地域再生事業などの活用計画

について研究し、地域の自然環境とともに継承されてき

た木造建造物や伝統的集落の調査や保存体制の構築、防

災への対策、保存活用計画策定など遺産の保存に関わる

計画的手法を考究する。 

文化的景観 黒田 乃生 人と自然の関わりが生み出した文化的景観について保護

制度、景観の変遷と住民とのかかわりに関する研究を行

う。 

建築遺産 下田 一太 歴史的建築や都市、考古学サイトを対象とし、その歴史・

デザイン・構造・技術・社会活動等を学術的に評価し、

それらを保存・修復・伝達・継承するアプローチについ

て考究する。 

文化遺産・古代エ

ジプト文化史 

肥後 時尚 古代エジプトを中心とした古代世界の文化遺産の歴史・

文化的価値を分析・評価するための文化史研究、古代の

文化遺産の保存・修復・活用にかかる研究を行う。 

保存科学 松井 敏也 遺産や博物館資料等の保存と活用のために、自然科学的

手法を用いてそれらの劣化の解明や、予防技術、修復材

料などの研究を行う。 

自然保護地域管理

学 

三ツ井 聡美 世界自然遺産や国立公園の保全と利用の両立のために、

管理に携わるステークホルダーの意識や行動について科

学コミュニケーションの観点から研究を行う。 

美術遺産 八木 春生 本研究分野では、中国を中心とする仏教美術作品が、い

かなる目的で造られ、それをどのように見せようとした

かを明らかにすることで、それぞれの評価を行う。 

2024 年 4 月現在 

 

※世界遺産学学位プログラムでは「国際遺産学」「遺産の評価と保存」「遺産のマネジメントとプランニング」の

３つの専門分野を軸に教育と研究を行っています。それぞれの分野については下記 HP をご覧ください。

https://www.heritage.tsukuba.ac.jp/ 
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３．教員一覧および連絡先 
 
飯田義彦 准教授 （研究室：共同研究棟 A2 階教員研究室 A205_2） 
内線：2820  e-mail : iida.yoshihiko.ga@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：木曜日 10：00-12：00 
池田真利子 助教 (研究室：人文社会学系棟 2 階教員研究室 B215・B203) 
内線：2781  e-mail：ikeda.mariko.gt@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：火曜日 10：00-12：00 
伊藤 弘 准教授 （研究室：共同研究棟 A2 階教員研究室 A205_1） 
内線：2825  e-mail：ito.hiromu.fn@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：火曜日 14：00-15：00 
上北恭史 教授 （研究室：共同研究棟 A 棟 2 階教員研究室 A204_1） 
内線：7498  e-mail：uekita.yasufumi.fb@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：木曜日 10：00-12：00 
黒田乃生 教授 （研究室：芸術学系棟 B401） 
内線：5992  e-mail：kuroda.nobu.fw@ u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：火曜日 15：30-16：30 
下田一太 教授 （研究室：人文社会学系棟 2 階教員研究室 B212） 
内線：2718  e-mail：shimoda.ichita.gm@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：木曜日 10：00-12：00 
肥後時尚 助教 （研究室：人文社会学系棟 2 階教員研究室 B213） 
内線：2820  e-mail：higo.tokihisa.ft@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：火曜日 10：00-12：00 
松井敏也 教授  （研究室：芸術学系棟 B404） 
内線：5832  e-mail：matsui.toshiya.fu@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：火曜日 14：00-15：00 
三ツ井聡美 助教 （研究室：                ） 
内線：    e-mail： 
オフィスアワー： 
八木春生 教授  （研究室：芸術学系棟 B402） 
内線：2826  e-mail：yagi.haruo.ft@u.tsukuba.ac.jp 
オフィスアワー：火曜日 16：00-17：30 

 
（兼担） 

松井圭介 教授  （研究室：総合研究棟 A307） 
内線：4213  e-mail：jiji@geoenv.tsukuba.ac.jp 

野中勝利 教授  （研究室：芸術学系棟 B432） 
内線：2704  e-mail：nonaka@geijutsu.tsukuba.ac.jp 

滝沢 誠 教授  （研究室：人文社会学系棟 B708） 
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